
は
じ
め
に

高
齢
化
社
会
の
到
来
に
よ
り
、
有

料
老
人
ホ
ー
ム
の
入
居
者
数
は
年
々

増
加
し
て
い
ま
す
。

有
料
の
老
人
ホ
ー
ム
に
は
、「
健
康

型
」
・
「
住
宅
型
」
・
「
介
護
付
」

の
３
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
、
ま
た
、

そ
の
居
住
の
権
利
形
態
に
よ
り
、
賃

貸
方
式
・
利
用
権
方
式
・
所
有
方
式

な
ど
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

今
回
は
、
終
身
利
用
方
式
の
老
人

ホ
ー
ム
に
係
る
入
居
一
時
金
の
贈
与

に
つ
い
て
争
わ
れ
た
裁
決
、
及
び
入

居
者
の
「
生
活
の
拠
点
」
に
つ
い
て

争
わ
れ
た
判
決
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

�

入
居
一
時
金
の
贈
与

１
、
介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム

平
２２
・
１１
・
１９
裁
決

（
全
部
取
消
し
）

Ｊ
８１
―
４
―
１１

〈
事
案
の
概
要
〉

被
相
続
人
Ａ
の
配
偶
者
Ｂ
は
、
介

護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム
（
終
身
利
用

方
式
、居
室
面
積
１５
㎡
）
に
入
居
し
、

そ
の
約
４
月
後
、
Ａ
の
相
続
が
開
始

し
ま
し
た
。
本
件
で
は
、
Ａ
が
Ｂ
の

た
め
に
負
担
し
た
老
人
ホ
ー
ム
の
入

居
金
（
９
４
５
万
円
）
は
、
Ｂ
に
と

っ
て
非
課
税
で
あ
る
か
否
か
が
争
わ

れ
た
事
案
で
す
。

〈
審
判
所
の
判
断
〉

審
判
所
で
は
、
次
の
と
お
り
、
入

居
金
は
贈
与
税
の
非
課
税
財
産
に
当

た
る
か
ら
、
相
続
開
始
前
３
年
以
内

の
贈
与
と
し
て
相
続
税
の
課
税
価
格

に
加
算
（
相
法
１９
①
）
さ
れ
る
も
の

で
も
な
い
と
判
断
し
ま
し
た
。

�

入
居
金
の
贈
与
時
期

Ｂ
に
は
、
入
居
金
を
一
時
に
支
払

う
に
足
る
資
産
が
な
い
こ
と
等
に
よ

れ
ば
、
Ｂ
に
係
る
入
居
金
は
、
Ａ
が

こ
れ
を
支
払
い
、
Ｂ
に
返
済
を
求
め

る
こ
と
は
し
な
い
と
い
う
の
が
、
入

居
契
約
時
の
、
Ａ
と
Ｂ
の
合
理
的
意

思
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
入

居
金
支
払
時
に
、
入
居
金
相
当
額
の

贈
与
が
あ
っ
た
と
認
め
る
の
が
相
当

で
あ
る
。

�

贈
与
税
の
非
課
税
財
産

①

相
続
税
法
第
２１
条
の
３
（
贈
与

税
の
非
課
税
財
産
）
第
１
項
第
２
号

で
は
、
扶
養
義
務
者
相
互
間
に
お
け

る
生
活
費
、
教
育
費
は
、
日
常
生
活

に
必
要
な
費
用
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の

費
用
の
た
め
の
財
産
を
贈
与
に
よ
り

取
得
し
て
も
担
税
力
が
生
じ
な
い
こ

と
か
ら
、
課
税
対
象
と
し
な
い
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
。

②

前
記
の
趣
旨
か
ら
、
第
２
号
の

「
通
常
必
要
と
認
め
ら
れ
る
も
の
」

と
は
、
被
扶
養
者
の
需
要
と
扶
養
者

の
資
力
そ
の
他
一
切
の
事
情
を
勘
案

し
て
社
会
通
念
上
適
当
と
認
め
ら
れ

る
範
囲
の
財
産
を
い
う
も
の
と
解
す

る
の
が
相
当
で
あ
る
。

�

入
居
金
は
「
生
活
費
」

次
の
理
由
か
ら
、
Ａ
が
負
担
し
た

入
居
金
に
相
当
す
る
金
銭
は
、
Ｂ
の

生
活
費
に
充
て
る
た
め
に
「
通
常
必

要
と
認
め
ら
れ
る
も
の
」
で
あ
る
と

解
さ
れ
る
。

①

Ｂ
は
、
高
齢
か
つ
要
介
護
状
態

に
あ
り
、
介
護
施
設
に
入
居
す
る
必

要
に
迫
ら
れ
て
老
人
ホ
ー
ム
に
入
居

し
た
こ
と

②

入
居
金
を
一
時
に
支
払
う
必
要

が
あ
っ
た
こ
と

③

Ｂ
に
は
入
居
金
を
支
払
う
金
銭

が
無
か
っ
た
こ
と

④

Ａ
に
と
っ
て
、
入
居
金
を
負
担

し
て
老
人
ホ
ー
ム
に
Ｂ
を
入
居
さ
せ

た
こ
と
は
、
自
宅
に
お
け
る
介
護
を

伴
う
生
活
費
の
負
担
に
代
え
る
も
の

と
認
め
ら
れ
る
こ
と

⑤

老
人
ホ
ー
ム
は
、
介
護
の
目
的

を
超
え
た
華
美
な
施
設
と
は
い
え

ず
、
Ｂ
の
介
護
生
活
を
行
う
た
め
の

必
要
最
小
限
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

２
、
住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム

平
２３
・
６
・
１０
裁
決（
棄
却
）

Ｊ
８３
―
４
―
２０

〈
事
案
の
概
要
〉

本
件
は
、
被
相
続
人
Ｈ
及
び
そ
の

妻
（
請
求
人
）
が
住
宅
型
老
人
ホ
ー

ム
に
入
居
す
る
に
当
た
り
、
Ｈ
が
負

担
し
た
請
求
人
が
支
払
う
べ
き
入
居

金
の
一
部
に
つ
い
て
、
非
課
税
財
産

か
否
か
が
争
わ
れ
た
事
案
で
す
。

〈
審
判
所
の
判
断
〉

審
判
所
で
は
、
次
の
と
お
り
、
入

居
金
の
う
ち
Ｈ
が
支
払
っ
た
金
額

は
、
贈
与
税
の
非
課
税
財
産
に
該
当

し
な
い
と
し
て
、
請
求
人
の
主
張
を

斥
け
ま
し
た
。

①

Ｈ
は
、
主
契
約
者
た
る
請
求
人

に
係
る
入
居
金
の
一
部
に
相
当
す
る

金
額
を
支
払
っ
た
も
の
で
あ
り
、
こ

れ
に
よ
っ
て
、
請
求
人
は
、
入
居
金

（
１
億
３
３
７
０
万
円
）
の
支
払
い

に
よ
っ
て
初
め
て
取
得
す
る
こ
と
の

で
き
る
施
設
利
用
権
を
、
低
廉
な
出

捐
（
１
０
１
０
万
７
２
１
８
円
）
に

よ
っ
て
取
得
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ

る
か
ら
、
そ
の
差
額
は
、
請
求
人
が

Ｈ
か
ら
贈
与
に
よ
り
取
得
し
た
も
の

と
み
な
す
の
が
相
当
で
あ
る
（
相
法

９
）
。

②

入
居
金
は
極
め
て
高
額
で
あ
る

こ
と
、
居
住
面
積
（
Ｘ
Ｘ
Ｘ
㎡
）
も

広
い
こ
と
、
共
用
施
設
と
し
て
、
フ

ィ
ッ
ト
ネ
ス
ル
ー
ム
、
プ
ー
ル
等
が

設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
等
か
ら
、
施

設
利
用
権
の
取
得
の
た
め
の
金
員

は
、
社
会
通
念
上
、
日
常
生
活
に
必

要
な
住
の
費
用
で
あ
る
と
認
め
る
こ

と
は
で
き
な
い
。

③

こ
れ
に
加
え
、
老
人
ホ
ー
ム
は

介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム
で
は
な
い

こ
と
、
請
求
人
は
介
護
状
態
に
な
い

こ
と
等
か
ら
す
れ
ば
、
請
求
人
が
老

人
ホ
ー
ム
に
入
居
す
る
こ
と
が
不
可

避
で
あ
っ
た
と
も
認
め
ら
れ
な
い
。

④

し
た
が
っ
て
、
入
居
金
は
、
請

求
人
の
日
常
生
活
に
必
要
な
費
用
で

あ
る
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
か

ら
、
相
続
税
法
第
２１
条
の
３
第
１
項

第
２
号
の
「
生
活
費
」
に
該
当
し
な

い
。

�

小
規
模
宅
地
の
特
例

平
２３
・
８
・
２６
東
京
地
裁（
棄
却
）

（
確
定
）・
Ｚ
８
８
８
―
１
６
１
８

〈
事
案
の
概
要
〉

被
相
続
人
甲
及
び
そ
の
妻
は
、
Ａ

家
屋
に
居
住
し
て
い
ま
し
た
が
、
２

人
と
も
介
護
が
必
要
と
な
っ
た
た

め
、
介
護
付
終
身
利
用
型
の
老
人
ホ

ー
ム
に
入
居
し
ま
し
た
。
本
件
で

は
、
空
家
と
な
っ
た
Ａ
家
屋
の
敷
地

に
つ
い
て
、小
規
模
宅
地
の
特
例
（
措

法
６９
条
の
４
）
が
適
用
で
き
る
か
否

か
が
争
わ
れ
ま
し
た
。

〈
裁
判
所
の
判
断
〉

東
京
地
裁
で
は
、
次
の
と
お
り
、

甲
ら
の
「
生
活
の
拠
点
」
は
老
人
ホ

ー
ム
で
あ
っ
た
と
し
て
、
小
規
模
宅

地
の
特
例
は
適
用
で
き
な
い
と
判
断

し
ま
し
た
。

�

「
生
活
の
拠
点
」
の
判
断
基
準

あ
る
土
地
が
本
件
特
例
に
規
定
す

る
被
相
続
人
等
の
「
居
住
の
用
に
供

さ
れ
て
い
た
宅
地
」
に
当
た
る
か
否

か
は
、
被
相
続
人
等
が
、
そ
の
土
地

を
敷
地
と
す
る
建
物
に
生
活
の
拠
点

を
置
い
て
い
た
か
ど
う
か
に
よ
り
判

断
す
べ
き
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
①
そ
の
者
の
日
常

生
活
の
状
況
、
②
そ
の
建
物
へ
の
入

居
の
目
的
、
③
そ
の
建
物
の
構
造
及

び
設
備
の
状
況
、
④
生
活
の
拠
点
と

な
る
べ
き
他
の
建
物
の
有
無
そ
の
他

の
事
実
を
総
合
考
慮
し
て
判
断
す
べ

き
も
の
で
あ
る
。

�

「
生
活
の
拠
点
」
は
老
人
ホ
ー

ム
に

本
件
で
は
、
①
甲
ら
は
、
老
人
ホ

ー
ム
に
入
居
し
た
平
成
１７
年
４
月
１６

日
か
ら
相
続
開
始
日
ま
で
の
約
１
年

８
か
月
の
間
、
甲
の
入
院
以
外
に
外

泊
を
し
た
こ
と
は
な
く
、
専
ら
老
人

ホ
ー
ム
内
で
日
常
生
活
を
送
っ
て
い

た
こ
と
、
②
甲
ら
は
、
介
護
を
受
け

る
た
め
に
終
身
利
用
権
を
取
得
し
た

上
で
老
人
ホ
ー
ム
に
入
居
し
た
も
の

で
、
少
な
く
と
も
相
当
の
期
間
、
そ

こ
で
生
活
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

入
居
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
及
び

③
老
人
ホ
ー
ム
に
は
、
甲
ら
が
生
活

の
拠
点
と
し
て
日
常
生
活
を
送
る
の

に
必
要
な
設
備
等
が
整
え
ら
れ
て
い

た
こ
と
が
各
認
め
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
④
甲
ら
が
、
老
人

ホ
ー
ム
に
入
居
し
た
後
も
、
Ａ
家
屋

に
家
財
道
具
を
置
い
た
ま
ま
、
こ
れ

を
空
家
と
し
て
維
持
し
、
電
気
及
び

水
道
の
契
約
も
継
続
し
て
い
た
こ
と

を
考
慮
し
て
も
、
甲
ら
の
生
活
の
拠

点
が
老
人
ホ
ー
ム
に
あ
っ
た
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。

お
わ
り
に

平
成
２２
年
１１
月
１９
日
裁
決
は
、
被

相
続
人
が
配
偶
者
の
た
め
に
負
担
し

た
老
人
ホ
ー
ム
の
入
居
一
時
金
に
つ

い
て
、
贈
与
税
が
非
課
税
と
な
る
生

活
費
の
範
囲
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
平
成
２３
年
８
月
２６
日
東

京
地
裁
判
決
は
、
小
規
模
宅
地
の
特

例
が
適
用
で
き
る
か
否
か
に
つ
い

て
、「
生
活
の
拠
点
」
の
判
断
基
準
を

示
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
、
実
務

上
の
判
断
の
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ

ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
で
検
索
す
る

場
合
の
漢
字
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、「
老
人

ホ
ー
ム
」
で
す
。

有
料
老
人
ホ
ー
ム
に
関
す
る

最
近
の
判
決
・
裁
決

依
田

孝
子
〔
大
森
〕

収
録
内
容
に
関
す
る
お
問
合
せ
は

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
編
集
室
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